
科学・環境

⾦⼭デッキでは植栽⼯事が始まって
いる＝ 2 0 2 2年 5⽉

表︓⾦⼭デッキの環境対策費の内訳

2 0 2 2 年 0 5 ⽉ 0 9 ⽇

住宅の脱炭素化への国の⽀援策は間違いだらけ
⾼額でハードルが⾼い補助⾦申請⼿続き、⽥舎は対象外、半年待たさ
れ… …

⼩林光 東京⼤学教養学部客員教授（環境経済政策）

 論者は、仕事柄、環境対策を⾃ら実験的な観点で実践するよう

⼼掛けている。

 具体的には、 2 0 0 0年には⾃宅エコハ

ウスを建築し、建て替え前⽐で 7 5％程
度の C O ₂削減を果たした。 2 0 1 4年には
エコ賃貸を開業した。 7 . 2 k W能⼒の太陽

光発電パネルを 7 k W h能⼒の蓄電池や井
⼾と組み合わせて災害時の⾃⽴能⼒を実
装した。

  そ し て 、 つ い 最 近 、 昨 2 1 年 1 2 ⽉ に
は、⻑野県茅野市の⼋ケ岳のふもとに、

真 の Z E H （ ゼ ッ チ 、 Z e r o  E m i s s i o n

H o u s e ）、より正確には 8 . 8 k W の発電能⼒と 2 3 k W h の蓄電池を擁する、ポジ
ティブ・エネルギー・ハウス（エネルギー⽣産住宅）と⾔うべき脱炭素時代の住

宅「⾦⼭デッキ」を建てた。（ 2 0 2 2年 2⽉ 2 4⽇「実践・⽇本でも配電網を地域
で持てるようにしよう︕ 」で紹介）

 この三つの実験で、現時点でも借⼊⾦がなお 3 0 0 0万円近く残っていて、⾼い

勉強代・研究費になっているが、狙い通り貴重な経験を得ることはできている。

 実践してみて初めて分かる得難い教訓・学びについては、近著「エコなお家が

横につながる」（海象社ブックレット、 2 0 2 1年 6⽉刊）に詳しく掲載させていた
だいたのでそこに譲るとして、本稿では、住宅のエコ化に対する⽀援策の不⼗分
さと要改善点なり改善の⽅向を指摘することとしたい。

 なお、⽀援策の是⾮を議論することの前提として、住宅脱炭素化のための追加
負担額のオーダーを知っておくべきであろう。プライベートな話だが、三つ⽬の
例の⾦⼭デッキについてあえて公開すると、補助⾦などを除いた実負担額は 6 3 0

万円であった。⽀援がなければ普通は負担しにくいオーダーであることは間違い
ない。

 ⾦⼭ハウスの実負担額は表の通りだ。

国の補助⾦を得るには⾼いハード
ル

  2 0 0 0年竣⼯（しゅんこう）の⽻根⽊
エコハウス。新築直後の排出量削減⽐率
は建て替え前に⽐べて 3 5％程度だった

が、 2 0 2 0年過ぎには 7 5％と 4 0ポイント
もの追加削減が果たせた。追加削減でき
たのは、家電製品の環境性能の⾼いもの

への買い替えと断熱を中⼼としたリノ
ベーションである。

https://stage-webronza.asahi.com/science/index.html?Staging_Id=m18dree3pt3bo65dbih4v7r6oa
https://stage-webronza.asahi.com/?Staging_Id=m18dree3pt3bo65dbih4v7r6oa
https://stage-webronza.asahi.com/authors/2012032700012.html?Staging_Id=m18dree3pt3bo65dbih4v7r6oa
https://www.reglobal.rcast.u-tokyo.ac.jp/AdvisorKobayashiRoom/article/Ronza_Asahi%20Shimbun_20220224.pdf


⾦⼭デッキの B E L S評価書

 リノベーションへの⽀援策には、⼀般的なものとして、固定資産税の税額控除
の恩典がある。これには、基本的には断熱⼯事を⾏ったことを証明する書類、例

えば、リノベの設計書や改修前後の写真、そして費⽤が 5 0万円以上かかったこと
を証明するものがあればいい。⽀援を受けるのは⽐較的に容易である。ただ恩典

は家屋に掛かる固定資産税の 1年限りの 3分の 1免除であって、必ずしも強⼒とは
⾔えない。

 やはり⼒があるのは補助⾦である。補助⾦にも、安いけれど取得のハードルが

低い⾃治体によるものと、国による⾼額の⽀援がある。各省によって狙いが様々
だが、中でも額が⾼いのは経済産業省・ N E D Oによる 1 0 5万円の定額補助であ
る。

 しかし、この補助を得るためには、複層窓化が何カ所といった具合に、単に、
購⼊品をリストアップするだけではいけない。リノベーションによって、エネル

ギー消費量が 2 5％以上削減できることをシミュレーションしなければならない。

 ⽻根⽊エコハウスでは、 2 0 1 5年に、 1 6 7万円を投じて、 1階や 2階にある⼤き
な部屋の引き違い掃き出し窓 6⾯と、両開きの腰⾼窓の真空ガラス化をした。ま

た、主寝室の床⾯の断熱補強をする⼤規模リノベーションも⾏った。

 実測で⼤きな断熱効果は確認できたが、この時に⼯事をした⼯務店は、N E D O

の補助を申請するだけの資料を事前には作れなかった。このため結果的には、⼯

事内容のリストを⽰せば得られる世⽥⾕区の補助⾦ 1 8万円に応募した。普通の⼯
務店にはハードルが⾼過ぎた。

省エネ性能の補助⾦申請に 5 0万円

  2 0 2 1年には、⼋ケ岳のふもとに、名

前だけではない真の意味での Z E H、⾦⼭
デッキを新築した。この際には、しっか
りとエネルギー消費量をシミュレーショ

ンして、補助⾦を獲得しようと、建築物
の省エネルギーを評価する B E L S評価

（建築物省エネルギー性能表⽰制度）を
申請した。

 五つ星の性能評価、⼀次エネルギー消

費の削減率 6 0％を証明してもらった。
そ の 申 請 書 類 の 厚 さ は 2 . 5 セ ン チ も あ
り、この書類を作るのに、建築設計事務

所では通常の設計作業とは別に 5 0万円
相当の⼿間がかかったと聞く（施主から

⾒ると建築設計施⼯監理の委託費にしみ
込んでいるが、あえて聞いてみた）。

 リノベを頼んだ⼯務店では消化できな

い作業であることがよくわかる。また、その書類のチェックと B E L S評価書の発
給のために第三者の専⾨機関には 4万円の⽀払いが必要になった。設計事務所か
ら⾒ると第三者機関とのやり取りにも相当な⼿間がかかるとのことである。

 ちなみに、⾦⼭デッキ建築への補助⾦（国⼟交通省の「地域型住宅グリーン化
事業」）は 1 6 0万円くらいであったので、引き合ってはいる。しかし、技術的に

も、⼿続き的にも、⾼額補助の獲得のハードルが⾼いことが理解されよう。

耐震住宅の補助⾦は本末転倒

 ついでだが、公的補助のために偽申請を防ぐ必要があって、その偽でないこと
の技術上の証明のために膨⼤なコストがかかる例は他にもある。



⾦⼭デッキは、 8 . 8 k Wの太陽光発電
を載せ、平均的な新築住宅の４倍近
い⽊材を使⽤している

 ⼋ケ岳のふもとに建てた脱炭素住宅では、単に再⽣可能電⼒の発電と利⽤に努
めるだけではなく、⽊材を多⽤して（新築住宅平均での使⽤割合の 4倍近い）炭

素貯留に努めた。その結果、耐震強度も⾼まり、構造設計事務所からは耐震等級
3と明記した設計書をちょうだいした。これを踏まえて、論者は、⽕災保険の中

で、割引の保険料で地震保険に⼊ろうとした。

 しかし、結果はだめであった。設計通りに建築⼯事がなされていることを、⼯
事現場に⽴ち⼊り検査をした上で出される第三者機関の証明を得ていなかったか

らである。

 かつて有名な A建築⼠の建築偽装事件
の反省に⽴って、第三者の証明が必要に

なったのであろう。もし、この第三者認
証を取ろうとすると、最低価格でも 5万

円、現場が遠ければ 2 0万円を超えるこ
ともあるという。仮に 5万円で済んだと
しても、地震保険料の割引は 5年間分で

4万円程度。耐震住宅普及のための⽀援
策として、保険料の割引は空振りになっ
ている。

 耐震⼯事がなされているかは、確かに事後的には確かめられないので、この耐
震レベルの第三者認証は重要だが、そこにお⾦が掛かって耐震化が進まないな

ら、公的な助成策はその第三者認証代の補助に向けられるべきであろうと思っ
た。

 断熱リノベなどの補助⾦を獲得するための要件としての事前のシミュレーショ

ンはどうしたらよいだろう。シミュレーション費⽤を補助してもらえるのはあり
がたいが、仮にそれができてもできなくとも、（耐震性能が地震が来ないと確か
められないこととは異なって）断熱性能やその結果としての省エネ性能は、実

は、⽇々の電気やガスの消費量に反映するので、確かめようがある。

 端的に⾔えば、電気などの消費量を⼤幅に削減したら、それに⽐例して補助⾦

を出す。要は、成果⽐例の補助⾦を導⼊したらいいのではなかろうか。それも事
前に 1 0年分の先渡しをする、などというのが、インパクトがあってよいように思
う。予定の性能が出なければ、先渡しの補助⾦を払い戻してもらう仕組みにした

らどうだろう。

⽥舎の脱炭素住宅は⽀援の対象外

 ⾦⼭デッキを建てて衝撃を受けた。正真正銘の脱炭素住宅にもかかわらず、な
んと低炭素住宅⽀援の税制上の恩典を受けられなかったからである。

 既に述べたように、この住宅は B E L S評価を取り、きちんとシミュレーション
してある。けれども、 6 5万円の所得税額控除の⽀援を受けられなかった。低炭素
どころか、脱炭素なのに、対象外と聞いてがくぜんとした。⼤きなもくろみ違い

になった。

 なぜか。⾦⼭デッキは、当然ながら建築可能な市街化区域に建てられた。そこ
が⾃治体によって⽤途区域の当てはめがなされていなかったのである。

 低炭素住宅の建築の奨励は、低炭素都市づくりをコンパクトシティー化の⼿法
で進めていこうとする、いわば脱炭素時代のひとつ前の時代の発想で進める制度

である。脱炭素となると、⼈⼝密度の⼤⼩にかかわらず国⼟のどこでも、あるい
は、再⽣可能エネルギーの賦存量に恵まれている⽥園地域、あるいは農⼭村でこ
そ、脱炭素建築・エネルギー⽣産建築は奨励されるべきであろう。制度設計が古

くて、時代の要請に追い付いていないのである。



エネルギー⽣産住宅「⾦⼭デッキ」
の北東側からの外観

 制度改善は簡単で、住宅建築可能なすべての地域を対象にすればよいだけであ
ろう。その前段階、すなわち脱炭素の建築になっていることのシミュレーション

やお墨付きに対する⽀援、そして稼働段階での確認といったことへの⽀援を改善
することは、既に述べた通りもちろん重要である。

許可⼿続きに半年︕時間が掛かりすぎる

 最後に、体験をもう⼀つ。

 社会全体の脱炭素化のためには、単に
先⾏集団となる住宅がエネルギー⾃給を
果たしただけでは不⼗分であって、再⽣

可能エネルギーをたくさん⽣産できる住
宅はたくさん⽣産して、⽣産できないお

宅との融通を⾏うことが⽋かせない。

 現時点で、（必ずしももろ⼿を挙げて
賛成はできないものの）そうした制度と

して公に⽤意されているのが、⽐較的に
⾼い値段で買い上げることにより、再⽣
可能エネルギー起源の電⼒を系統に流し

て（逆潮流）まわりの住宅に配電する F I T（固定価格買い取り制度）である。⽐
較的⾼い値段で 1 0年（家庭の余剰電⼒の場合。事業⽤では 2 0年間）買い上げる

約束があるので、太陽光パネルなどへの投資がしやすい。

 しかしその狙いとは異なって、⽤意万端整った⾦⼭デッキからの逆潮流の許可
は、もしかすると、なんとこの 7⽉くらいまでお預けのようなのである。せっか

くの発電パネルを置いておくだけでは仕⽅がない。⾦⼭デッキでは、ようやくこ
の 3⽉末に⾃家消費に限った発電を始めた。けれども、他のお宅にも給電するこ
とを考えてせっかく投資をしたのに、⼤きな発電能⼒はほとんど⽣かされていな

い。

 役所の⾔い分は、どうやら次のようである。

 いわく、逆潮流の許可申し込みが殺到してるため、個々の審査に時間が掛か
り、場合によっては、許可が年度をまたぐ可能性がある。 F I Tの買い取り価格は
年度をまたぐと安くなるかもしれない。このため、役所として今年度価格で適応

できる申し込みだけに絞って受け付け、遅い申し込みは受け付けないというので
ある。

 技術的な審査は、地域の⼀般配電会社がチェックして、電⼒受け⼊れの契約を

締結している。つまり役所審査の前に O Kしているのであるが、役所ではさらに
何やら審査が必要であるらしい。

 役⼈ O Bとしての論者に⾔わせれば、国⺠が既に善意で投資していてそれに対
する恩典も法的に⽤意されているのに、その恩典へのアクセスを役⼈が⽌めてし
まうことは、不利益処分になる。法律上の根拠がなければそもそもできないと思

われる。そうした条⽂が法律に書いてあればともかく、役⼈による不法⾏為と⾔
うべきではないだろうか。役⼈の制度運⽤の問題が、個々の⽣活者による太陽光
パネル設置への隠れた⾜かせになっている。これは動かせない事実であろう。

 ⽀援制度の改善の⽅向はこれまた簡単だ。

 例えば、 F I Tによる買い上げ料⾦の単価は申請⽇基準にするとか、あるいは、

それができないなら、⼭積する許可申請を年度内に遅滞なくさばける⼈員をそろ
えるなどである。どう考えても、 F I T許可申請をたなざらしにして国⺠を待たせ
ておく合理的な理由はない。



  再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギ ー に よ る 電 ⼒ は 、 も っ と も っ と 必 要 で あ る 。 法 的 な 許 可 が な
く と も 技 術 的 に 可 能 な ら ば 、 ま ず は 、 系 統 で 受 け ⼊ れ 、 法 的 問 題 が 後 で 発 ⾒ さ れ
た ら 、 弁 済 を 事 後 的 に 求 め た ら い い の で は な い か 。 再 ⽣ 可 能 エ ネ ル ギ ー の 主 ⼒ 化
を 進 め る ⽅ 策 は 、 い く ら で も あ る 。
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